
理  由  書  

 

 本理由書は、都市計画法第１７条第１項の規定に基づき、越谷都市計画防火地域及び準

防火地域の変更（吉川市：吉川橋周辺地区及び平沼西部地区）についての理由を示したもの

です。 

  

Ⅰ．越谷都市計画区域における位置等 

 越谷都市計画区域に含まれる土地の区域は、越谷市、吉川市及び松伏町の行政区域の全域

です。   

【吉川市：吉川橋周辺地区】 

本地区は、ＪＲ武蔵野線吉川駅の北西約１ｋｍに位置する既成市街地であり、西側には

一級河川の中川が流れ、中央には県道越谷流山線が横断し、東側には主要地方道葛飾吉川

松伏線が縦断している区域です。 

【吉川市：平沼西部地区】 

本地区は、ＪＲ武蔵野線吉川駅の北西約０．７ｋｍに位置する既成市街地であり、東側

には主要地方道葛飾吉川松伏線が通り、西側には一級河川の中川が流れている区域です。 

 

Ⅱ．変更理由 

【吉川市：吉川橋周辺地区】 

 本地区は、中川の水運や街道の陸運で古くから栄え、吉川の中心市街地としてまちの発展

を支えてきた地区ですが、古くから栄えたことにより、道路などの都市基盤施設の整備が追

いつかないまま現在の市街地が形成され、その結果、道路の幅員が狭く建築物が密集し、火

災時の延焼の危険性など防災上の課題を抱えている市街地です。 

本地区の防災性を高めるうえでは、建物の不燃化を促進し、火災の危険性の防除や延焼被

害を抑制する必要があるため、建物の構造面から規制する防火地域及び準防火地域の変更を

行うものです。 

【吉川市：平沼西部地区】 

 本地区は、中川の水運や街道の陸運で古くから栄え、吉川の中心市街地としてまちの発展

を支えてきた地区ですが、古くから栄えたことにより、道路などの都市基盤施設の整備が追

いつかないまま現在の市街地が形成され、その結果、道路の幅員が狭く建築物が密集し、火

災時の延焼の危険性など防災上の課題を抱えている市街地です。 

本地区の防災性を高めるうえでは、建物の不燃化を促進し、火災の危険性の防除や延焼被

害を抑制する必要があるため、建物の構造面から規制する防火地域及び準防火地域の変更を

行うものです。 

 

Ⅲ．変更内容 

【吉川市：吉川橋周辺地区】 

 防火地域及び準防火地域を変更（準防火地域を指定）します。 

【吉川市：平沼西部地区】 



 防火地域及び準防火地域を変更（準防火地域を指定）します。 

Ⅳ．関連する都市計画 

 本地区の防火地域及び準防火地域の変更とあわせ、以下の都市計画を定める（変更する）

予定です。 

・都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（埼玉県決定） 

・区域区分（埼玉県決定） 

・用途地域（吉川市決定） 

・都市計画道路（吉川市決定） 

・下水道（吉川市決定） 

・土地区画整理事業（埼玉県決定） 

・地区計画（吉川市決定） 

 


